
　
「
安
来
の
文
化
の
黎れ
い
め
い明
期
で
あ

る
明
治
・
大
正
時
代
を
振
り
返

り
、
こ
れ
か
ら
の
安
来
の
未
来
を

考
え
る
た
め
に
企
画
し
ま
し
た
」。

安
来
市
文
化
協
会
創
立
30
周
年
記

念
展
で
の
原
庸
一
会
長
の
あ
い
さ

つ
で
す
。
若
い
芸
術
家
た
ち
を
支

援
し
た
実
業
家
た
ち
を
取
り
上
げ

た
「
並
河
理
二
郎
と
ゆ
か
り
の
芸

術
家
展
」
は
、
４
月
20
日
か
ら
さ

ん
そ
学
習
館
ケ
イ
オ
ス
（
亀
島
町
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
会
は
平
成
31
年
４
月
で
創

立
30
周
年
。
今
回
の
企
画
展
を
第

一
弾
と
し
て
、（
仮
）
郷
土
作
家
展
、

▼
４
月
末
か
ら
５
月
初
頭
は
10
連

休
が
あ
っ
た
一
方
で
、
６
月
は
な

ん
と
祝
日
が
あ
り
ま
せ
ん
。
広
報

紙
発
行
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
編

集
の
時
間
が
と
れ
る
の
で
祝
日
は

な
い
方
が
う
れ
し
い
と
こ
ろ
。
た

だ
、
休
み
が
な
い
の
も
さ
み
し
く

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
良
い
よ
う
な

悪
い
よ
う
な
。
複
雑
な
思
い
を
持

ち
な
が
ら
６
月
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
そ
う
で
す
（
旬
）

顕
彰
す
る
た
め
に
有
志
で
立
ち
上

が
っ
た
の
が
発
足
の
理
由
」
と
５

代
目
の
原
会
長
は
話
し
ま
す
。

　

平
成
２
年
に
活
動
を
開
始
し
た

同
協
会
は
年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
寛
次
郎
ら
安
来
出
身
芸
術
家

の
周
年
事
業
を
は
じ
め
、
活
躍
中

の
作
家
の
展
示
、
地
元
高
校
と
連

携
し
た
企
画
、
講
演
会
、
見
学
会

な
ど
活
動
は
幅
広
い
で
す
。
ま
た
、

奇
数
月
に
発
行
す
る
会
報
「
文
化

や
す
ぎ
」
は
最
新
号
が
第
１
７
２

号
と
、
30
年
に
も
わ
た
る
活
動
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
原
会
長
は
「
会
員
拡
大

が
急
務
」
と
課
題
を
話
し
ま
す
。

同
協
会
は
設
立
時
か
ら
自
主
自
立

が
基
本
方
針
。
運
営
を
続
け
る
に

は
会
員
増
が
必
要
で
、「
作
家
や

も
の
づ
く
り
を
し
て
い
な
い
人
で

も
、
趣
旨
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
る

方
の
加
入
は
大
歓
迎
」
と
呼
び
か

け
ま
す
。

　

節
目
を
迎
え
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
原
会
長
は
、「
地
元
出
身
の

偉
大
な
芸
術
家
た
ち
の
継
承
を

行
っ
て
い
き
た
い
。
次
の
世
代
に

伝
わ
っ
て
い
る
か
が
心
配
で
す
。

だ
か
ら
、
伝
え
て
い
く
こ
と
が
義

務
」
と
語
り
つ
つ
、「
明
治
時
代
、

事
業
家
た
ち
が
サ
ロ
ン
を
形
成

し
、
老
若
男
女
が
参
加
す
る
勉
強

会
や
若
い
芸
術
家
た
ち
の
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
河
井
寛
次
郎
や
米
原
雲
海
な
ど

全
国
で
活
躍
す
る
芸
術
家
た
ち
が

育
っ
て
い
き
ま
し
た
。
安
来
に
は

そ
う
い
う
気
風
が
あ
り
ま
す
。
安

来
市
文
化
協
会
も
そ
れ
に
近
い
よ

う
な
場
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
」。

（
仮
）
現
代
作
家
展
と
立
て
続
け

に
会
場
を
替
え
、
展
示
を
行
う
予

定
で
す
。

　
「
平
成
元
年
に
行
わ
れ
た
名
誉

市
民
・
河
井
寛
次
郎
と
初
代
渡
部

お
糸
の
記
念
展
が
あ
っ
た
と
き
市

民
に
大
き
な
感
動
が
起
こ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
終
了
後
、
芸
術
家

が
た
く
さ
ん
い
る
安
来
な
の
に
文

化
団
体
が
な
い
。
芸
術
家
た
ち
を

▲安来市文化協会の原会長。会
員 数 は 127 人（4/1 現 在 ）。 事
務局は観光交流プラザ２階（☎
23-1507）にあります。

▼
大
型
連
休
は
取
材
で
西
へ
東

へ
。
市
内
を
縦
貫
す
る
国
道

４
３
２
号
沿
い
で
は
路
肩
に
多
く

の
車
が
停
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
山

の
幸
を
求
め
て
い
る
人
で
す
。
天

候
に
恵
ま
れ
た
連
休
後
半
は
絶
好

の
山
菜
狩
り
日
和
。
自
ら
採
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
田
舎
の
贅
沢
。

海
外
旅
行
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
も
い

い
で
す
が
身
近
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
も
い
い
で
す
ね
（
の
）

▲改元の節目に安来の良さを再発見してほ
しいと企画された創立 30 周年記念展の様子。

●資源保護のため、この広報紙は再生紙を使用しています。
●広報紙にあなたの写真が載りましたら、差し上げますのでご連絡ください。
●自治会宛の発送等につきましては、地域振興課（☎ 23-3067）までご連絡ください。

政
策
秘
書
課
編
集

安来市の人口と世帯数

人口合計／

世 帯 数 ／

H31.4.30現在

（男:18,583人　女:20,124人）
3 8 , 7 0 7 人

1 4 , 3 9 1 世 帯

令
和

元
年

6月
号 安来の文化を顕彰し続けて30年

　　　　　　創立30周年の安来市文化協会


